
4　角の大きさ 　　がつ　　にち なまえ

分度器の目もりを読もう 基礎②
き そ

1 分度器の目もりを読んで、角度を書きましょう。右の0°から読むときは外が

わ、左の0°から読むときは内がわの目もり。
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2 分度器で角度をはかるじゅんに、番号を書きましょう。

0°の線を、角の1つの辺に重ねる

分度器の中心を、角の頂 点に合わせる
ちょうてん

もう1つの辺が重なっている目もりを読む

ぜんぶ　できたら　ほしに　いろを　

ぬろう
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